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人行きかうまち

経済力

人学びあえるまち

教育力
人ふれあうまち

地域力

　この春、市内の小学校では、合わせて330人あまりの新一年生を迎えています。
　上野・蛇塚地区でも、伊藤和樹君、伊藤帆乃花さん、笹大

ひ ろ か

夏君、佐藤蓮君、渡辺水稀君
（渡辺くんは撮影には参加できませんでした）の５人が新庄小学校に入学しました。まだ寒
い中、真新しいランドセルを背負って少し緊張気味でしたが、撮影が終わるころには、子ども
らしい笑顔を見せてくれました。
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卒業式
　人と出会い、学び、そして成長のた
めに別れる季節。どこの卒業式に出
ても、目が潤み胸に迫るものがあり
ます。成長するためのステップアップ
はめでたいことなのですが、時間を
共有した仲間との別れはつらいもの
です。特に中学校は、卒業後の進路が
異なるのでなおさらと思いますし、本
人はもとより、先生や保護者の皆様に
も感慨深いものがあるでしょう。　
　さて、先月は、八向中学校と升形
小学校の卒業式に出席しました。中
学校が１４名、小学校が７名と少人数
の卒業式ですが、学年を超えたアット
ホームな雰囲気に、「互いを知り尽く
した仲間」、「全てに連帯責任を負っ
ている仲間」という絆の強さを感じま
した。また、地域の方々の母校への愛
着、そして地域の子は地域で育てる
という強い思いも感じました。伸び伸
びとした学校生活を、最後の全員合
唱でうかがい知ることができました。
　卒業生の皆さんの前途を祝します。
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市長コラム

2月末現在の新庄人 （38,881 人）

世帯数 13,669世帯（13,651世帯）

男
18,194人

（18,439人）

出　生 25 人 （17 人）
死　亡 42 人 （36 人）
転　入 64 人 （48 人）
転　出 112 人（105 人）

女
20,245人

（20,442人）

2月
の異動

※住民基本台帳法の改正で外国人を含む人口 集計になりました。（  ）は1年前の日本人+外国人の数です。

行ってきまーす！

表紙の写真

もっと
もっと元気な

まちに！
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特集
平成25年度

施政方針／主な事業／当初予算

自信と誇りを
もてるまちづくり

福祉

教育

雇用
対策

地域
づくり

産業
振興

まつり 雪対策

子育て防災

もっと
もっと元気な

まちに！

2013
施政方針
主な事業
当初予算



特集
平成25年度

施政方針・主な事業
当初予算

人行きかうまち

経済力

人学びあえるまち

教育力
人ふれあうまち

地域力

4

地域基盤力 を最大限引き出す

地域基盤力
自然と共生し、
環境にやさしい

まち

5つの
基本目標

協働による
誇りのもてる
まちづくり

平成25年度施政方針

自
信
と
誇
り
を

 
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

　

私
は
就
任
以
来
、「
人
行
き
か
う

ま
ち
」、「
人
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」、「
人

学
び
あ
え
る
ま
ち
」
を
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
と
し
て
、
新
庄
市

の「
経
済
力
」、「
地
域
力
」、「
教
育

力
」を
強
化
し
、三
つ
の
力
を
結
合

さ
せ
た「
地
域
基
盤
力
」を
最
大
限

引
き
出
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。今
後
も
、こ
の
三
つ
の

力
に
よ
る「
地
域
基
盤
力
」を
土
台

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
解

決
に
向
け
た
施
策
を
講
じ
、
皆
さ

ん
と
と
も
に
自
信
と
誇
り
を
持
て

る
ま
ち
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

人行きかうまち

経済力

人学びあえるまち

教育力
人ふれあうまち

地域力

市政運営の
基本的な考え方

　除排雪体制をさらに強化
するとともに、高齢社会にお
ける町内会活動など地域コ
ミュニティの活性化や助け合
い意識を育て、お互いに支え
合い結びつきが深い「地域
力」の強化を目指します。ま
た、東日本大震災を教訓にし
た地域の防災体制づくりを
進め、自助・共助・公助の意識
づくりを進めていきます。

　特に子どもたちの地域に根ざ
した学習活動を通して、ふるさと
に誇りと愛着を持つ自立した人
材の育成、さらに地域の産業を
支える人材の育成に向けた環境
を整え、「教育力」の強化を目指
します。

　人口減少社会の中で、人や地域
の交流を図り、地域経済活動を高
め、市民所得を向上させる「経済
力」の強化を目指します。そのため
に、「新庄まつり誘客１００万人構
想」、建物群が国の登録有形文化
財となったエコロジーガーデンの
利用計画を推進していくとともに、
魅力ある「食」による誘客の促進、
地元企業や起業される方への支
援、企業誘致の推進を図ります。



5 広報 04

活気ある地域  元気・笑顔

雇用・交流拡大
プロジェクト

雇用・交流拡大
プロジェクト

豊かな心  文化・人づくり

子育て・人づくり
プロジェクト

安全・安心  快適な生活環境

安全・安心充実
プロジェクト

地域基盤力 を最大限引き出す

市政運営の基本指針

新庄市まちづくり
総合計画

実現するには

　5つの基本目標からなる新
庄市まちづくり総合計画を基
本指針にし、「暮らし、定住、未
来創造」という最も重要な観点
から、「雇用・交流拡大」、「安全・
安心充実」、「子育て・人づくり」
の三つの重点プロジェクトを
中心に、「協働によるまちづく
りの推進」を手法として、事業
を進めていきます。

いきいきと働き、
活力とにぎわい

のあるまち

みんな健康で、
笑顔あふれる

まち

ふれあい、
学びあい、

心をつなぐまち

自然と共生し、
環境にやさしい

まち

社会生活基盤が
整い、安全で
快適なまち

5つの
基本目標

協働による
誇りのもてる
まちづくり

1
新
庄
ま
つ
り
百
万
人
誘
客
拡
大
事
業.

　............................

一
〇
〇
万
円

　

新
庄
ま
つ
り
最
終
日
に
、県
外
の
優

秀
な
祭
り
団
体
を
招
き
、祭
り
同
士
の

交
流
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、交
流
人

口
の
拡
大
に
結
び
つ
け
ま
す
。

〈
招
し
ょ
う
へ
い聘
予
定
団
体
〉

◎
仙
台
す
ず
め
踊
り（
宮
城
県
仙
台
市
）

◎
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

（
茨
城
県
高
萩
市
）

◎
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り（
岩
手
県
盛
岡
市
）

◎
エ
イ
サ
ー（
沖
縄
県
中
部
広
域
）

　

※
エ
イ
サ
ー
は
最
上
広
域
が
招
聘....

［
商
工
観
光
課
］

2
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
行
委
員
会
負
担
金

　............................

三
三
二
万
円

　

本
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
を
増

や
す
た
め
、宮
城
県
大
崎
市
、秋
田
県
雄

勝
地
域
と
県
境
を
越
え
て
連
携
し
た
誘

致
活
動
を
行
い
ま
す
。今
年
度
は
、東
ア

ジ
ア
最
大
の
集
客
数
を
持
つ
、台
湾
の

「
台
北
国
際
旅
行
博
」に
出
展
し
、台
湾

か
ら
の
誘
客
を
図
り
ま
す
。

［
商
工
観
光
課
］

3
戦
略
的
園
芸
産
地
拡
大
支
援
事
業

　............................

八
五
一
万
円

　

中
核
的
農
家
の
育
成
や
農
業
所
得
の

向
上
、園
芸
作
物
の
銘
柄
産
地
拡
大
を

目
的
に
、市
独
自
の
重
点
振
興
品
目
を

定
め
な
が
ら
、園
芸
施
設
整
備
な
ど
に

対
す
る
県
補
助
金
に
、市
の
補
助
金
を

上
乗
せ
支
給
し
ま
す
。...........［
農
林
課
］

4
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業

　........................

六
、五
八
八
万
円

　

県
や
郡
内
市
町
村
、商
工
会
議
所
な

ど
で
構
成
す
る「
最
上
地
域
雇
用
創
造

推
進
協
議
会
」が
、厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
を
受
け
て
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
十
七
の
事
業
を
行
う
予
定

で
、そ
れ
に
よ
り
最
上
地
域
の
雇
用
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

［
商
工
観
光
課
］

重点
プロジェクト

暮らし、定住、未来創造

▲昨年10月の台湾でのキャンペーン

平成25年度主な事業
※金額は一万円未満を切り捨て表記しています。
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1
旧
角
沢
小
学
校
跡
地
活
用
事
業 

　............................

八
五
二
万
円

　

平
成
十
八
年
三
月
に
日
新
小
学
校
へ

の
統
合
に
伴
い
閉
校
し
た
旧
角
沢
小
学

校
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、地
域
住
民

の
健
康
増
進
と
交
流
活
動
の
場
と
位
置

付
け
、ト
イ
レ
や
水
屋
な
ど
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

［
教
育
総
務
課
］

2
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

　............................

一
三
一
万
円

　

地
域
住
民
が
互
い
に
支
え
合
い
協
力

し
あ
え
る
自
治
組
織
を
再
構
築
し
、地

域
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。地
域
づ

く
り
支
援
モ
デ
ル
事
業
お
よ
び
地
域
づ

く
り
推
進
交
付
金
制
度
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
や
伸
長
を
図
る
た
め
、地
域
リ
ー

ダ
ー
講
座『
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
語
り
場
』

を
実
施
し
ま
す
。

［
総
合
政
策
課
］

1
雪
総
合
対
策
事
業（
流
雪
溝
・
用
水
確
保
）.

　........................

八
、一
一
九
万
円

　

雪
対
策
基
盤
で
あ
る
流
雪
溝
整
備
を

継
続
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、用
水
の

需
要
増
加
に
伴
い
、水
量
の
確
保
に
努

め
ま
す
。ま
た
、地
域
の
主
体
的
な
克
雪

活
動
を
支
援
し
、市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

［
都
市
整
備
課
］

2
道
路
新
設
改
良
事
業

　.................
一
億
二
、六
八
四
万
円

　

生
活
密
着
道
路
な
ど
の
利
便
性
の
維

持・向
上
の
た
め
、次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

◦
泉
田
二
枚
橋
線
整
備
事
業（
防
雪
柵
設
置
） 

◦
荒
小
屋
泉
田
線
整
備
事
業 

◦
一
本
柳
檜
葉
沢
線
整
備
事
業

◦
角
沢
松
本
線
整
備
事
業（
測
量
設
計
） 

◦
下
田
三
号
線
整
備
事
業 

◦
県
事
業
負
担
金（
測
量
設
計
、側
溝
整

備
、防
雪
柵
設
置
工
事
）［
都
市
整
備
課
］

3
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

　.........

二
億
五
、四
五
三
万
円

　

市
内
小
中
学
校
の
校
舎
や
体

育
館
に
つ
い
て
、耐
震
診
断
の

結
果
に
基
づ
き
、危
険
度
の
高

い
建
物
か
ら
耐
震
化
を
進
め
て

い
ま
す
。昨
年
度
か
ら
継
続
し

て
実
施
す
る
新
庄
中
学
校
体
育

館
改
築
工
事
や
新
庄
小
学
校
な

ど
五
小
中
学
校
の
体
育
館
の
耐

震
補
強
工
事
と
と
も
に
、今
年

度
は
明
倫
中
学
校
校
舎
、八
向

中
学
校
体
育
館
の
補
強
工
事
実
施
設
計

を
行
い
ま
す
。

 ［
教
育
総
務
課
］

4
市
有
施
設
耐
震
化
事
業

　........................

三
、一
三
五
万
円

　

平
成
二
十
四
年
三
月
に
策
定
し
た
新

庄
市
市
有
施
設
耐
震
化
実
施
計
画
に
基

づ
き
、多
く
の
市
民
が
利
用
す
る
施
設

の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
に
耐
震
改
修

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。今
年
度
は
次
の

施
設
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

◦
市
庁
舎
、市
民
文
化
会
館
、市
体
育

館
、雪
の
里
情
報
館
、市
武
道
館
な
ど

［
財
政
課
］

5
防
災
対
策
推
進
事
業
　

　............................

五
二
九
万
円

　

新
庄
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

被
災
時
に
お
け
る
有
効
な
通
信
手
段
の

確
保
や
、避
難
所
の
的
確
か
つ
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
の
災
害
対
策
資
材
や

備
蓄
品
な
ど
の
整
備
、さ
ら
に
は
共
助

に
あ
た
る
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
進

め
る
こ
と
で
、地
域
防
災
力
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
［
環
境
課
］

6
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
事
業

　...................

六
九
九
万
円

　

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
助
成

す
る
こ
と
で
、肺
炎
球
菌
に
よ
る

肺
炎
の
発
病
や
、そ
の
重
症
化
を

予
防
し
、高
齢
者
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
り
ま
す
。
［
健
康
課
］

協働によるまちづくり事業

安全・安心充実プロジェクト

暮らし、定住、 未来創造 限られた経営資源の中で、選択と集中により効果的に施策を展開するため、
３つのプロジェクトを重点プロジェクトと位置づけ、
重点的・総合的に取り組んでいきます。　

▲改築中の新庄中学校体育館

▲2月に行われた地域づくり報告会

平成25年度主な事業
※金額は一万円未満を切り捨て表記しています。
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1
新
庄
藩
主
戸
沢
家
墓
所
改
修
事
業

　............................

一
、四
六
三
万
円

　

豪
雪
や
老
朽
化
に
よ
り
傷
ん
だ
新
庄

藩
主
戸
沢
家
墓
所
第
三
号
棟（
瑞
雲
院
）、

同
第
七
号
棟（
桂
嶽
寺
）の
、改
修
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

［
社
会
教
育
課
］

2
名
誉
市
民
・
近
岡
善
次
郎
生
誕
百
周

年
記
念
事
業..............

一
、三
二
〇
万
円

　

近
岡
善
次
郎
氏
は
、平
成
十
九
年
に
永

眠
す
る
ま
で
、日
本
洋
画
壇
で
存
在
感

を
示
し
、芸
術・
文
化
の
振
興
に
多
大
な

功
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。市
制
施
行

六
十
五
周
年
で
あ
る
平
成
二
十
六
年
に

氏
の
生
誕
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

「
近
岡
善
次
郎
生
誕
百
周
年
記
念
展
」を

中
心
に
記
念
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
を
成
功
に
導
く
た
め
、今
年

度
は
作
品
購
入
な
ど
の
各
種
準
備
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

［
社
会
教
育
課
］

3
市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
導
入

事
業..............................

五
〇
〇
万
円

　
「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」を
目

指
し
、市
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
を
実
施
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、気

軽
に
議
会
の
様
子
を
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、録
画
配
信
に
よ
り
過
去
の

議
会
映
像
も
視
聴
で
き
ま
す
。

［
議
会
事
務
局
］

1
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

　........................

六
、〇
四
八
万
円

　

昼
間
保
護
者
が
い
な
い
児
童
の
放
課

後
お
よ
び
長
期
休
暇
中
な
ど
の
遊
び
や

生
活
の
場
と
し
て
、学
童
保
育
所
を
設
置

す
る
こ
と
で
、地
域
に
お
け
る
児
童
の
健

全
育
成
と
保
護
者
の
仕
事
と
家
庭
の
両

立
を
支
援
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
日
新
学
区
の
学
童
保
育
所

の
移
転
・
改
修
、平
成
27
年
４
月
開
校
の

萩
野
地
区
小
中
一
貫
教
育
校
に
併
設
さ

れ
る
学
童
保
育
所
の
整
備
な
ど
を
行
い

ま
す
。

［
子
育
て
推
進
課
］

2
第
三
子
以
降
児
童
の
保
育
料
免
除
事
業.

　............................
八
六
四
万
円

　

九
歳
未
満
の
児
童
が
三
人
以
上
い
る

世
帯
の
、保
育
所
な
ど
に
入
所
す
る
第

三
子
以
降（
三
歳
未
満
）の
保
育
料
を
免

除
す
る
こ
と
で
、多
子
世
帯
の
負
担
を

軽
減
し
、仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支

援
し
ま
す
。認
可
外
保
育
施
設
に
入
所

す
る
第
三
子
以
降
の
児
童
に
つ
い
て

は
、保
育
料
を
免
除
し
た
施
設
に
対
し
、

免
除
し
た
全
額
を
補
助
し
ま
す
。

［
子
育
て
推
進
課
］

3
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　............................

一
二
五
万
円

　

子
育
て
支
援
、少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、当

該
夫
婦
が
受
け
る
不
妊
治
療
の
う
ち
、

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
に
要
す
る

費
用
の
一
部
に
つ
い
て
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。

［
健
康
課
］

4
小
中
一
貫
教
育
校
新
設
事
業

　..............

一
〇
億
九
、一
六
九
万
円

　

本
市
で
は
、小
中
学
校
が
連
携
し
て

一
貫
し
た
教
育
を
行
う
た
め
の
実
践
・

研
究
を
五
中
学
校
区
ご
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。萩
野
中
学
校
区
で
は
、萩
野

中
学
校
と
泉
田
・
萩
野
・
昭
和
小
学
校
を

統
合
し
、小
中
児
童
生
徒
が
同
一
の
校
舎

で
学
校
生
活
を
お
く
る「
施
設

一
体
型
小
中
一
貫
教
育
校
」の

平
成
二
十
七
年
四
月
の
開
校
を

目
指
し
、一
貫
教
育
校
の
校
舎

お
よ
び
体
育
館
の
建
設
工
事
に

着
手
し
ま
す
。［

教
育
総
務
課
］

そのほかの事業

子育て・人づくりプロジェクト

重点プロジェクト 暮らし、定住、 未来創造

▲施設一体型小中一貫教育校の模型

特集
平成25年度

施政方針・主な事業
当初予算
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予算の概要
　平成25年度当初予算は、市政運営の指
針である第四次市振興計画『まちづくり
総合計画』の目標達成に向けて、重点プロ
ジェクトに重点的に予算を計上しました。
　歳入は市税の伸びが見られるものの、国
の方針により地方交付税が減額となる見
込みであることから、財政調整基金から
の繰入れなどによって財源を確保してい
ます。
　一方歳出は、引き続き財政再建の取り組
みを推進することによって、人件費や公債
費（市債返済額）などが減少しましたが、小
中一貫教育校建設事業の本格化により予
算全体で前年度比8．1％の大幅な伸びと
なり、四年連続の増額予算となりました。

○
歳
入
の
特
徴

　

固
定
資
産
の
評
価
額
の
下
落
に
よ
り
、固
定

資
産
税
が
減
少
す
る
一
方
で
、税
制
改
正
や
明

る
い
兆
し
を
見
せ
始
め
て
い
る
経
済
動
向
に

よ
っ
て
個
人・法
人
市
民
税
や
市
た
ば
こ
税
が

増
加
し
、市
税
全
体
で
一
億
二
千
五
百
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、国
の
地
方
財
政
計
画
を
反

映
し
、一
億
五
千
万
円
減
の
四
十
四
億
五
千
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、今
年
度
か
ら
本
格
化
す
る

小
中
一
貫
教
育
校
建
設
事
業
の
交
付
金
や
障

害
者
自
立
支
援
事
業
の
負
担
金
な
ど
の
増
額

に
よ
っ
て
大
き
く
伸
び
、三
十
七
．九
％
増
の

十
六
億
三
千
七
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
支
出
金
は
、雇
用
対
策
関
連
補
助
金
の

減
額
に
伴
い
、一
．三
％
減
の
九
億
五
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
臨
時

財
政
対
策
債（
返
済
金
の
全
額
が
地
方
交
付

税
措
置
）は
千
九
百
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
が
、小
中
一
貫
教
育
校
建
設
の
開
始
に

よ
っ
て
、五
十
七
．八
％
の
大
幅
増
と
な
り
、

十
四
億
四
千
二
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。な

お
、臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
本
来
の
市

債
は
八
億
二
千
七
百
万
円
で
す
。

○
歳
出
の
特
徴

■
議
会
費（
二
．八
％
減
）

　

市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
導
入

業
務
委
託
料
が
新
た
に
増
え
ま
し
た
が
、

議
員
共
済
費
負
担
金
の
減
な
ど
に
よ
り

五
百
七
十
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

■
総
務
費（
二
．四
％
増
）

　

固
定
資
産
評
価
替
え
に
伴
う
鑑
定
手
数

料
、新
庄
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
介
護
福

祉
学
科
設
置
負
担
金
な
ど
の
新
設
に
よ
り
、

三
千
二
百
九
十
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

■
民
生
費（
三
．九
％
増
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
へ
の
繰
出
金
が
減

と
な
り
ま
し
た
が
、介
護
保
険
事
業
へ
の
繰

出
金
や
障
害
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
介

護
給
付
・
訓
練
等
給
付
費
が
増
え
、さ
ら
に

学
童
保
育
所
の
移
設
・
改
修
並
び
に
新
築
な

ど
に
よ
り
一
億
六
千
七
百
十
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

■
衛
生
費（
一
．〇
％
増
）

　

水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
が
減
り
ま

し
た
が
、特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
や
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業

の
新
設
、旧
八
向
地
区
運
動
広
場
へ
の
公
衆

便
所
の
新
設
な
ど
に
よ
り
、千
三
百
六
十
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

■
農
林
水
産
業
費（
三
．〇
％
減
）

　

担
い
手
総
合
支
援
対
策
事
業（
人
・
農
地

前年度比8.1％の増
11億2,800万円

諸収入 7億3,182万円（4.8％）
繰入金 3億4,350万円（2.3％）
分担金･負担金 3億1,211万円（2.1％）
使用料･手数料 2億5,248万円（1.7％）
繰越金 1億6,000万円（1.1％）
財産収入 693万円（0.1％）
寄付金 200万円（  －  ）

平成25年度当初予算

県支出金 9億5,028万円（6.3％）
地方消費税交付金 3億6,655万円（2.4％）
地方譲与税 1億1,090万円（0.7％）
自動車取得税交付金 3,260万円（0.2％）
地方特例交付金 1,249万円（0.1％）
利子割交付金 800万円（0.1％）
交通安全対策特別交付金 740万円（0.1％）
ゴルフ場利用税交付金 556万円（  －  ）
配当割交付金 290万円（  －  ）
株式等譲渡所得割交付金 120万円（  －  ）

 市税
 42億7,799万円

（28.3％）

投資的経費
21億503万円
（13.9％）

自主財源
60億8,683万円

（40.4％）

依存財源
90億2,617万円

（59.6％） 地方交付税
44億5,000万円

（29.4％）

市債
14億4,160万円

（9.5％）
国庫支出金

16億3,669万円
（10.8％)
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プ
ラ
ン
）が
増
え
ま
し
た
が
、新
庄
市
農
業

水
利
事
業
農
家
軽
減
対
策
助
成
金
の
減
や

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
総
合
見
直
し
事

業
の
完
了
に
よ
り
二
千
百
五
十
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

■
商
工
費（
七
．八
％
減
）

　
「
ゆ
め
り
あ
」公
債
費
平
準
化
に
係
る
最

上
広
域
分
担
金
の
減
な
ど
に
よ
り
六
千
九

百
八
十
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

■
土
木
費（
〇
．七
％
減
）

　

道
路
の
新
設
・
改
良
事
業
や
流
雪
溝
整
備

事
業
は
増
え
ま
し
た
が
、浄
化
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
公
共
下
水

道
事
業
会
計
繰
出
金
が
減
と
な
り
、一
千
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

■
消
防
費（
八
．九
％
の
減
）

　

消
防
署
北
支
署
建
設
、高
規
格
救
急
車
導
入

事
業
の
完
了
に
伴
う
最
上
広
域
負
担
金
の
減
な

ど
に
よ
り
五
千
七
百
十
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

■
教
育
費（
八
十
一
．六
％
増
）

　

今
年
度
か
ら
本
格
化
す
る
小
中
一
貫
教

育
校
建
設
事
業
が
九
億
八
千
五
百
二
十
万

円
の
増
と
な
り
、さ
ら
に
旧
角
沢
小
学
校
跡

地
活
用
事
業
な
ど
が
新
た
に
増
え
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、十
億
八
千
六
百
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

■
公
債
費（
〇
．四
％
減
）

　

以
前
に
融
資
を
受
け
た
市
債
の
償
還
据

置
期
間
が
終
了
し
、元
金
償
還
が
始
ま
る
こ

と
に
よ
っ
て
市
債
元
金（
元
金
償
還
額
）が
、

増
え
て
い
ま
す
が
、市
債
利
子
は
市
債
の

順
調
な
償
還
を
反
映
し
、

千
三
百
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
一
般
会
計
の
市
債
残
高

　
【
年
度
末
見
込
】

◦
二
十
四
年
度

　

百
三
十
九
億
千
百
万
円

◦
二
十
五
年
度

　

百
四
十
一
億
千
三
百
万
円

【特別会計】（前年度比）
国民健康保険事業特別会計 41億3,395万円（▲1.2％）

交通災害共済事業特別会計 695万円（▲3.1％）

公共下水道事業特別会計 14億3,915万円（▲12.6％）

農業集落排水事業特別会計 8,142万円（▲0.4％）

営農飲雑用水事業特別会計 3,045万円 （0％）

介護保険事業特別会計 31億5,540万円 （2.8％）

後期高齢者医療事業特別会計 3億8,137万円（▲4.4％）

【企業会計】（前年度比）

水　道　事　業
収　入 11億622万円 （2.9％）

支　出 15億7,127万円 （4.7％）

※歳入・歳出の（　）は
構成比です。

商工費 8億2,214万円（5.5％）
農林水産業費 7億641万円（4.7％）
消防費 5億8,525万円（3.9％）
議会費 1億9,421万円（1.3％）
労働費 7,123万円（0.4％）

わかりやすい予算書
当初予算について解説したものを

市ホームページに掲載します。
http://www.city.shinjo.yamagata.jp/3038.ｈｔｍｌ

◎財政課財政運営室☎内線231・232

民生費
45億190万円
（29.8％）

公債費
16億6,457万円

（11.0％）
衛生費
14億1,058万円

（9.3％）
土木費
13億6,480万円

（9.0％）
総務費
13億7,567万円

（9.1％）
教育費

24億1,624万円
（16.0％）

人件費など
義務的経費

65億649万円
（43.1％）

物件費など
消費的経費

65億148万円
（43.0％）

投資的経費
21億503万円
（13.9％）

特集
平成25年度

施政方針・主な事業
当初予算

　市の財政状況は、これまでの財政再建へのさまざまな取り組みにより、市
債返済の割合を示す実質公債費比率が飛躍的に改善するなど、全体的に明
るい兆しが見られるようになってきました。
　このような中、編成された平成25年度当初予算についてお知らせします。

市民一人当たり
の予算

約40万円
※一般会計当初予算



障害のある人も地域で安心して暮らせる社会の実現を目指して

障害者総合支援法が施行されました
４月１日に施行された「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

（障害者総合支援法）」では、障害者自立支援法を引き継ぐとともに、次の内容が改正されます。

　　困りごとなどがあったら、お問い合わせください
　下記の相談支援事業所では、障がい者やその家族の生活や支援に関する相談を受け付けます。また、障害
福祉サービスを利用する際に必要なサービス利用計画案を、相談支援事業所で作成することができます。

　1. 障害者（児）の範囲
　制度の谷間のない支援を提供する観点から、障害者の定
義に難病患者等（治療方法が確立していない疾病その他の
特殊の疾病で政令で定めるものによる障害の程度が厚生
労働大臣が定める程度である者）を追加し、障害福祉サービ
スなどの対象とすることになりました。対象となる方は身体
障害者手帳の所持の有無にかかわらず、必要に応じて障害
程度区分の認定などの手続きを経た上で、必要な障害福祉
サービスを利用することができるようになります。
　難病等の範囲は、当面の措置として「難病患者等居宅生活
支援事業」の対象疾病と同じ１３０の疾患となります。該当す
るかなどのお問い合わせは成人福祉課高齢障害支援室まで
お願いします。

　２．サービス基盤の計画的整備
・	障害福祉計画に関する定期的な検証と見直しを法定化
・障害福祉計画の作成にあたって障害者のニーズ把握など	
	 を努力義務化
・自立支援協議会への当事者や家族の参画を明確化

※次の項目は平成26年4月から施行されます。

　３．障害支援区分の創設
　今までの「障害程度区分」を、障害の多様な特性その他の
心身の状態に応じて必要とされる標準的な支援の度合いを
総合的に示す「障害支援区分」に改めます。

　４．障害者に対する支援
・重度訪問介護の対象拡大
・ケアホームのグループホームへの一元化
・地域移行支援の対象拡大

「障害者虐待防止法」が平成24年10月1日から施行されています
　「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等
に関する法律（障害者虐待防止法）」が施行されました。障
がい者の尊厳を守るため「何人も、障害者に対し、虐待を
してはならない」と規定されており、広く虐待行為が禁止
されています。虐待行為には以下の行為が含まれます。
■身体的虐待
　身体に傷や痛みを負わせる暴行を加えたり、正当な理
由なく身体を縛るなど身動きのとれない状態にすること。
■ネグレクト（放棄・放任）
　食事や入浴、排泄などの世話や介助をほとんどせず、衰
弱させること。また必要な医療や教育を受けさせないこと。

■心理的虐待
　暴言や拒絶するような対応、不当な差別や言動により
精神的苦痛を与えること。
■性的虐待
　無理やりわいせつな行為をしたり、させ
たりすること。また、わいせつな話をし
たり映像を見せたりすること。
■経済的虐待
　本人の同意なしに財産や年金を不
当に処分すること。また、理由なく金銭
を与えないこと。

平成25年
4月より

☞

虐待行為を
発見した場合は、
成人福祉課へ

ご連絡ください。

10

自立支援医療（育児医療）の
受付窓口の変更について

　4月1日より育成医療の申請受付窓口が、保健所から市
役所成人福祉課に変わりました。申請の際は、お間違えのな
いようお願いします。
◎詳しくは、成人福祉課高齢障害支援室へ。☎内線546

新庄市より相談支援事業を委託
福祉サポートセンター山形

TEL.２９-４５５６

指定相談支援事業所
リープ

TEL.３２−０５２０

指定相談支援事業所
すぎのこハウス

TEL２９-４６８２

新庄市より相談支援事業を委託
最上相談支援事業所

TEL.２３-２１７２

ピアサポート  希望の里
TEL.２３-５０７１
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導
入
の
ね
ら
い
は
？

　

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、新
庄
市

内
で
も
地
震
直
後
か
ら
翌
日
の
午
後
ま
で
長

時
間
に
わ
た
り
停
電
し
、電
力
供
給
が
断
た

れ
ま
し
た
。直
下
型
の
地
震
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、さ
ら
に
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、公
共
施
設
や
事
業
所
、住
宅
で

の
電
源
確
保
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
施
設
で
あ
る
市
民
プ
ラ
ザ
は
、

災
害
で
市
庁
舎
が
被
害
を
受
け
た
場
合
に

は
、代
替
施
設
と
し
て
災
害
対
策
本
部
が
置

か
れ
る
防
災
拠
点
施
設
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
市
民
プ
ラ
ザ
へ
の
導
入
事
業

は
、災
害
時
も
対
応
で
き
る
よ
う
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
電
源
確
保
対
策
と
し

て
、国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、太
陽
光
に
よ

る
発
電
・
蓄
電
シ
ス
テ
ム
と
太
陽
光
発
電
を

利
用
し
た
街
路
灯
を
導
入
し
た
も
の
で
す
。

電
源
確
保
対
策
を

進
め
ま
す

　

大
震
災
で
は
、原
子
力
発
電
所
の
事
故
が

発
生
し
、国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
転
換

が
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。多
く
の

課
題
が
あ
る
中
で
、市
民
生
活
や
産
業
面
な

ど
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
な
が
ら
、

よ
り
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
導
入
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、三
カ
年
計
画
で
市
民
プ
ラ
ザ
に

続
き
、平
成
二
十
五
年
度
に
は
山
屋
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
、二
十
六
年
度
に
は
萩
野
地
区

の
小
中
一
貫
教
育
校
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
非
常
時
電
源
の
確
保
対
策
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
で
の
電
源
確

保
と
と
も
に
、発
電
デ
ー
タ
を
検
証
し
な
が

ら
、地
域
に
合
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◎
社
会
教
育
課
☎
内
線
４
６
１

　

総
合
政
策
課
☎
内
線
２
３
４

■太陽光発電設備
　住宅用で発電出力10kW 未満のもので、国の補助
制度の実施団体であるJ-PEC（一般社団法人太陽光
発電協会太陽光発電普及拡大センター）が実施する、
今年度の住宅用太陽光発電システム導入支援補助金
の決定を受けること。補助金額は3万円 /kW。
※ J-PEC（国）からもさらに補助があります。

■木質バイオマス燃焼機器
　住宅や農業施設などに使用するペレットストーブ・チッ
プストーブおよび薪ストーブで、補助率は事業費の1/3

（上限10万円）。
※太陽熱利用装置や地中熱利用空調装置、ガスコー

ジェネレーション、風力発電設備への補助もあります。

山形県再生可能エネルギー設備導入事業費補助制度のお知らせ

◎制度について、詳しくは、以下のホームページなどでご確認ください。
NPO 法人ビルトグリーンジャパン（県事業委託団体）☎023-673-9501　URL  http://builtgreen-jp.org/

　県が定める再生可能エネルギー活用設備の導入のための補助金支給制度です。

▲正面玄関前の太陽光発電街路灯

▲太陽光パネル72枚の発電システム（最大出力15kW）

▲太陽光発電を補う蓄電池（10kWh）

新庄市民プラザに太陽光発電設備を導入し、
３月下旬から本稼動しましたので、
事業概要をお知らせします。

太陽光発電を 導入
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詳細は、市のホームページでご覧になれます。http://www.city.shinjo.yamagata.jp/
◎詳しくは、総合政策課情報統計室へ。☎内線425

住民記録データファイル
住民税データファイル
固定資産税データファイル
軽自動車税データファイル
課税状況データファイル
収納管理データファイル
滞納整理データファイル
国保税データファイル
口座管理データファイル
総合福祉データファイル
介護保険データファイル
児童手当データファイル
健康管理データファイル
老人保健データファイル
公営住宅データファイル
農業行政データファイル

水道料金システムデータファイル
戸籍簿・除籍簿・改製原戸籍・戸籍附票等
狂犬病予防法『飼養犬登録原簿管理システム』
交通遺児名簿
新庄市交通災害共済見舞金受付簿
新庄市交通災害共済見舞金一覧表
新庄市消防団員名簿
被保険者台帳（診療（調剤）報酬明細書）
医療受給者台帳（診療（調剤）報酬明細書）
国民健康保険高額療養費データ
老人保健高額療養費データ
保健福祉相談記録票
母子保健カード
水栓所在地順明細書
新庄２１地域スポーツクラブ会員名簿
確定申告書・市県民税申告書

家屋図面
農家・不動産・営業台帳
営農飲雑用水使用料徴収台帳
農業集落排水使用量徴収台帳
農業集落排水使用者家族台帳
新庄もがみ農業協同組合口座振替一覧表
農業集落排水分担金徴収台帳
新庄市水田情報管理システムデータファイル
新庄市水田情報管理台帳
農家名簿
緊急通報システム（やすらぎ電話）利用者台帳
在介・高齢者実態把握事業用データファイル
心身障害者扶養共済制度加入者台帳
生活保護者名簿
精神福祉台帳
特別障害者手当等給付事業用データファイル

市の個人情報ファイルは保護されています
　市には、次の個人情報ファイル（個人情報を記録した文書やデータ）があります。これらの個人情報は、法
令などで閲覧の定めがあるものを除いて、自分の個人情報以外は知ることができないよう条例で保護され
ています。新庄市個人情報保護条例第１３条の規定に基づいて公表いたします。

食塩の過剰摂取は、高血圧の最も重要な原因の一つです。
血圧が高いほど、脳卒中（寝たきりになる原因第１位）や心筋梗塞などを
引き起こす可能性が高くなります。
塩分を減らした食生活実践のため、『無理なくできる減塩のコツ』を
不定期シリーズで紹介します。

　かつお節と昆布のうま味成分がたっぷり入った「だし汁」
を使えば、塩やみそ、しょうゆなど他の調味料が少なくてす
みます 。
■基本のだし汁の作り方■

〈材料〉（だし汁1ℓ）
◦水…1ℓ  ◦かつお節…10ｇ  ◦だし用昆布…10ｇ

〈作り方〉
①昆布はぬれぶきんなどで表面の汚れを落とす。鍋に水1ℓ

と昆布を入れ、30分程度おく。
②①を中火にかけ、沸騰する直前に昆布をとる。（沸騰させ

ると昆布の旨みが逃げてしまいます）
③②にかつお節を加え、さっと沸騰させてから火を止める。
④かつお節が沈んだら、キッチンペーパーなどで静かにこ

す。（絞らない）
※だし汁は、冷凍すれば1週間程度保存できます。 
だし汁を製氷皿に入れ冷凍し、固まったら密封できる袋などに入
れ、空気を抜いて保存してください。

１日の食塩摂取目標
～日本人の食事摂取基準（2010年）より～

《塩分0.9ｇ》
・だし汁…150ｍｌ　

・みそ…小さじ1杯（6ｇ）
具材…野菜、海藻、大豆製品など
3種類以上使いましょう。

　健康課では、公民館などで「出張減塩講座」を実施してい
ます。
　詳しくは、お問い合わせください。

◎健康課健康推進室☎内線516  

Lesson1  「だし汁」を使っておいしく減塩

男性 9ｇ 女性 7.5ｇ
※血圧が

高めの方は
6ｇ未満

TRY!
減塩
みそ汁

減塩
de 健康

食塩の

過剰摂取に

気をつけよう！ 
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　大学で機械工学を学び、地元で就職したいと平成10年に入社しました。現在
は、技術部・成形部門で、精密コネクタ（電子回路の電気を接続する部品）のプラ
スチック部品製造（射出成形）に携わっています。
　職場では、積極的に社員の成長を促すため一人一人にテーマが与えられ、責任
感を持って業務に取り組んでいます。コネクタの小型化・高性能化の技術革新は
著しく、常に新しい仕事をしているような感覚です。そのスピードについていくの
に苦労していますが、同時に一番やりがいを感じる所でもあります。そして、自分
が製造したコネクタを使用した商品が多くの人の手に渡るのを見たときは、とて
も誇らしい気持ちになります。
　経済のグローバル化により、世
界中の同業他社と競争しなけれ
ばならない時代です。私自身も、
日々進歩していかなければという
緊張感を持ち、現状に満足せず、
新しい技術を提供し続けられるよ
う、常に成長していきたいと思い
ます。

山形航空電子㈱ 
　　技術部 伊藤政樹さん（二枚橋）

いきいき仕事人！

しんじょうの農業

伊藤政樹さん（二枚橋）

　2年前から、5アールの畑でフキノトウの生産に取り組んでいま

す。新庄では「買ってまで…」という人が多いでしょうが、首都圏

では「春の風物詩」として人気があります。意外にもデリケートな

作物で管理が難しかったり、葉をきれいにむくなど、出荷にも手

間がかかりますが、首都圏の市場からの出荷要請もあることから

有望な品目と思っています。

　地域にあった栽培手法を考えながら、今後も取り組んでいきます。

私が作っています！

矢口　淳さん（升形）

Company File  № ❶
山形航空電子株式会社

　昭和48年に前身の㈱富士工業と
して市内鳥越に進出。昭和55年に
横根山工業団地に移転。昭和63年
に現在の社名に変更。航空電子グ
ループのコネクタ製造の拠点で、従
業員330名。社名変更25周年の節
目の今年、7月末の竣工を目指して工
場増築中。

新工場イメージ図

　フキノトウは、キク科フキ属の多年草で、日本原産
の山菜です。フキの花のつぼみで、葉が出る前にフ
キノトウだけが独立して地上に出てきます。寒さに耐
えるように、ツボミを何重にも苞（ほう）が取り巻いて
おり、開花する前に食します。

　中でも、山形県が生産拡大を目指して育成したフキノトウの新品種「春
音」は、昨年12月に品種登録され、最上郡内では現在約80戸の生産者が

栽培しています。「春音」は、ピンポン玉よりやや小さく、従来のフキノト
ウに比べ赤みがほとんどない黄緑色をしています。雪深い新庄から春

の香りを届ける「春音」は、タラノメ、ウルイなどに続く新たな品目と
して期待されています。

フキノトウ

フキノトウ「春音」

奮　闘　中　！　
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	 ふるさとコンサート２０１３ （市民文化会館）

　新庄出身の声楽家を迎え、ふるさとコンサートが行われ
ました。新庄で本格的な音楽会をと企画された、このコン
サート、今回は、約100人の市民合唱団に加え、演奏をオー
ケストラが担当し、さらにスケールアップ。ステージでは、オ
ペラの曲などが次々に披露され、最後に参加者と会場に集
まった観客が一緒に、「ふるさと」を歌いフィナーレを迎えま
した。

3/10

	 もがみ“ゆめりあ”産直フェア （ゆめりあ）

　最上郡内の産直団体が一堂に会し、農産物や加工品の販
売を行う「もがみ“ゆめりあ”産直フェア」が実施されました。
会場には、地元産の新鮮な野菜や花、漬物などの加工品が
並び、大勢のお客さんでにぎわいました。

3/9 
-10

㊨ 家族や地域の絆をテーマにし、
市青少年育成市民会議が主催した

「『きずな』写真展」（3月6日〜24日
／市民プラザ）

㊧ 日新男子ミニバスケットボール
スポーツ少年団が東北交流大会出
場を教育長に報告（3月14日／市役
所 ）

食 改の味を召し上がれ （市民プラザ）

　食生活改善推進協議会（食改）では、各種料理教室を通
して、食で健康づくりを行いたいと活動しています。このた
び、年間の活動成果を披露しようと、会員が集まり、各教室
のテーマに沿った料理を作り、試食会を行いました。食改で
は、今年度も4月から料理教室を開催します。

3/13

	 市民プラザまつり開催！ （市民プラザ）

　“趣味を超え広げよう愉しみの輪（和）”をテーマに、第８回
市民プラザまつりが開催されました。作品展示（２月27日〜
３月4日）や、ステージ発表（３月３日）などが行われ、参加し
た団体は日ごろの活動の成果を披露しました。

3/3
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	 第29回新庄節全国大会 （市民文化会館）

　２９回目となる新庄節全国大会が開かれ、県内外から民謡
愛好者など約１５０人が出場し、自慢ののどを競いました。
大賞受賞者は次のとおりです。
　【一般の部】  土屋八重子さん（長井市）
　【ジュニアの部】  渡部嬉乃さん（庄内町）
　【シニアの部】  鈴木きくよさん（天童市）

3/3

「新庄まつり百年の大計」
第３期計画を市長に答申

　「新庄まつり百年の大計」第3期計画策定委員会（芳賀祐
悦会長）が、第３期計画を策定し市長に答申を行いました。
計画では、新庄まつりを伝統行事として次代へ引き継ぐた
め、引き続き祭り振興に取り組むとしています。

3/1

	 長寿１００歳のお祝い
　杉澤シツエさん（常葉町／大正２年３月２２日生まれ）が
満１００歳を迎え、市から賀詞と記念品を贈りました。長寿の
秘訣は、自分のことは自分ですることで、編み物や縫い物が
趣味という杉澤さん。
　平成９年に制定された長寿祝いを受けた人は、杉澤さん
で５７人になりました。

3/25

3/31
第30回新庄・最上地区

春季ロードレース大会 （陸上競技場周辺）

　季節外れの雪が舞う中、県縦断駅伝の選考を兼ねた第30
回新庄・最上地区春季ロードレース大会が行われました。レー
スには中学生から一般まで102人が出場し、日ごろの鍛錬
の成果を競いました。競技結果は以下のとおりです。
■一般の部／10km ①山口大陽（舟形町教育委員会）②後藤
祐一（最上市町村圏事務組合）③細見駿介（国士舘大学）④井上徹

（最上総合支庁）⑤木水良（新庄市教育委員会）⑥藤山修一（最
上市町村圏事務組合）
■高校男子の部／10km ①斎藤勇磨（酒田南高校）②浅沼啓太

（酒田南高校）③小林駿（山形中央高校）④海藤竜也（楯岡高校）
⑤三浦祥吾（新庄北高校）⑥伊藤卓也（楯岡高校）
■一般・高校男子の部／5km ①荒木綾介（新庄神室産業高校）
②小内尚史（新庄北高校）③矢口裕健（新庄北高校）④宮田知輝

（新庄東高校）⑤吉田拓郎（新庄東高校）⑥安喰竜也（SMAC）
■中学男子の部／3㎞ ①髙橋翔太（金山中学校）②奥山智広

（最上中学校）③海藤和敬（戸沢中学校）④大山悠（金山中学校）
⑤石山立晟（新庄中学校）⑥後藤大地（新庄中学校）
■女子の部／3㎞ ①青木桃香（萩野中学校）②矢作真穂（日新
中学校）③伊藤歩美（舟形中学校）④矢口和佳奈（日新中学校）⑤
矢作梨奈（日新中学校）⑥大類麗葉（日新中学校）
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■
子
ど
も
の
発
達
度
合
い

　

子
ど
も
の「
発
達
」の
ス
ピ
ー
ド
や
バ

ラ
ン
ス
に
は
、個
人
差
が
あ
り
ま
す
。そ

の
度
合
い
が
遅
す
ぎ
る
と「
発
達
遅
滞
」

と
呼
ば
れ
、あ
る
範
囲
か
ら
外
れ
る
と

「
発
達
障
が
い
」が
疑
わ
れ
ま
す
。

　

小
学
校
に
入
る
と
、集
団
の
中
で「
学

習
」活
動
が
中
心
の
学
校
生
活
と
な
り
、

発
達
の「
遅
れ
」や「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
」

を
抱
え
た
子
に
と
っ
て
は
、そ
れ
が
大

き
な
壁
に
な
り
ま
す
。通
常
の
一
斉
指

導
で
、十
分
な
成
果
が
期
待
で
き
な
い

場
合
、能
力
を
最
大
限
伸
ば
す
よ
う
な
、

そ
の
子
に
合
っ
た
教
育
を
し
な
い
と

学
習
の
成
果
が
上
が
ら
ず
、中
学
校
に

進
む
頃
に
は
、学
習
に
つ
い
て
行
け
な

か
っ
た
り
、集
団
に
適
応
で
き
な
い
状

態
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

■
最
適
な
教
育
環
境
の
選
択

　

こ
の
た
め
、知
的
な
発
達
に
課
題
が

あ
る
子
や
、情
緒
的
に
不
安
定
さ
が
大

き
い
子
は
、そ
の
遅
れ
の
幅
に
よ
っ
て

「
特
別
支
援
学
校
」か
、公
立
小
中
学
校

の「
特
別
支
援
学
級
」か
、そ
れ
と
も「
通

常
学
級
」に
入
る
の
か
を
、本
人
と
保
護

者
の
願
い
や
意
向
も
反
映
し
た
上
で
検

討
し
、最
適
な
教
育
環
境
を
決
定
し
ま

す
。ま
た
、市
で
は
小
学
校
へ
の
就
学
が

円
滑
に
運
ぶ
よ
う
、幼
稚
園
や
保
育
所

と
連
携
し
、発
達
を
見
取
る「
巡
回
相

談
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。山
形
大
学
の

広
汎
性
発
達
障
が
い（
自
閉
症
や
Ａ※

１

Ｄ

Ｈ
Ｄ
、Ｌ※

２

Ｄ
な
ど
）を
専
門
と
す
る
教
授

が
、保
護
者
や
保
育
士
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、保
護
者
の
認
識
と
の
間
に
ズ

レ
が
生
じ
た
ま
ま
専
門
機
関
の
検
査
な

ど
を
勧
め
て
も
、気
に
も
留
め
な
か
っ
た

り
、認
め
な
か
っ
た
り
し
て
、そ
の
子
に

と
っ
て「
最
も
適
切
な
教
育
環
境
・
方
法
」

を
客
観
的
に
判
断
す
る
の
が
難
し
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。一
般
的
に
、そ
の

よ
う
な
検
査
を
受
け
る
こ
と
が「
普
通
の

子
」で
な
い
グ
ル
ー
プ
に
仕
分
け
さ
れ
る

と
い
う
誤
っ
た
思
い
込
み
を
す
る
こ
と

が
多
分
に
あ
る
か
ら
で
す
。

※
１  

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ（
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
が
い)

※
２  

Ｌ
Ｄ（
学
習
障
害
）

■
適
切
な
発
達
検
査
の
受
診

　

例
え
ば
、自
閉
傾
向
と
か
自
閉
気
質

を
持
っ
て
い
る
子
は
、次
の
よ
う
な
傾

向
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
そ
の
人
の
表
情
や
仕
草
、雰
囲
気

か
ら
気
持
ち
を
読
み
取
る
こ
と
が

苦
手
。

②
興
味
関
心
が
特
定
分
野
に
限
定
さ

れ
、こ
だ
わ
り
や
執
着
が
強
い
。

③
人
と
目
が
合
わ
ず
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
苦
手
。

　
「
自
閉
傾
向
」の
場
合
、幼
児
期
の
早

い
う
ち
に
特
性
を
理
解
し
、適
切
な
言

葉
が
け
や
、パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
際

の
対
応
な
ど
を
知
っ
て
い
れ
ば
、症
状

の
緩
和
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

専
門
的
な
発
達
検
査
を
受
け
て
、そ

の
子
の
発
達
の
程
度
な
ど
を
知
る
こ
と

は
、障
が
い
の
有
無
を
仕
分
け
る
た
め

で
は
な
く
、実
態
に
応
じ
て
そ
の
子
の

よ
り
良
い
成
長
を
促
す
環
境
を
提
供
す

る
た
め
に
必
要
な
の
で
す
。

■
子
ど
も
の
成
長
に
最
適
な

支
援
を
行
う
た
め
に

　

最
上
地
区
で
は
、新
庄
養
護
学
校
が

特
別
支
援
教
育
の
拠
点
と
な
り
、幼
稚

園
や
保
育
所
、小
中
学
校
を
ア
シ
ス
ト

す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
は
増

え
て
い
ま
す
。そ
の
子
の
成
長
に
最
適

な
支
援
を
行
う
た
め
、市
で
は
、乳
幼
児

健
診
を
担
当
す
る
健
康
課
と
、小
中
学

校
を
担
当
す
る
教
育
委
員
会
が
連
携
し

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、子
育
て
推
進
課
や

成
人
福
祉
課
と
の
連
携
も
深
め
な
が

ら
、特
別
支
援
教
育
の
推
進
、発
達
障
が

い
等
に
対
す
る
市
民
の
理
解
普
及
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、学
校
教
育
課
へ
。

☎
内
線
４
４
４

幼
児
期
か
ら
小
中
学
校
に
お
け
る

特
別
支
援
教
育

あそびの広場と
子育て相談

◎詳しくは、新庄市子育て支援センター（わらすこ広場内）へ。
ＴＥＬ&ＦＡＸ22-5115

※23年度は市内全小中学校対象の調査結果。24年度は小学校は、新庄、沼田、
　日新の３校、中学校も新庄、明倫、日新での調査による割合です。

特別な配慮が必要とされる児童生徒の割合

WARASUKO  HIROBA

広場
わらすこ

●保健センター
　4月23日㈫、5月14日㈫の午前・午後
●わくわく新庄
　4月16日㈫、5月7日㈫の午前
●萩野地区公民館
　5月10日㈮の午前
※午前（10時〜11時30分）  午後（1時30分〜3時30分）
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就学児数 小1～3年生 小4～6年生 中学生
10.0％ 8.4％ 5.8％ 5.0％
12.0％

H23年度
H24年度 9.0％ 6.5％ 5.5％

※就学児数は、保
育所や幼稚園の巡
回により、専門家か
ら挙がった要配慮
児＋就学時健診や
保護者からの相談
等で挙がった幼児の
総数から算出。

プラス

子育て 教育+ チャンネル
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今月のテーマ展示

◦
児
童
図
書
◦

わ
に
わ
に
と
あ
か
わ
に･･････････････

小
風　

さ
ち

こ
ん
ち
ゅ
う
か
く
れ
ん
ぼ
ク
イ
ズ

　

･････････････････････････････････

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

テ
ィ
ン
カ
ー
・ベ
ル
と
輝
く
羽
の
秘
密

　

･･････････････････････････････････････････

小
宮
山
み
の
り

こ
ん
な
家
に
す
ん
で
た
ら

　

･････････････････････････････

ジ
ャ
イ
ル
ズ
・
ラ
ロ
ッ
シ
ュ

名
探
偵
コ
ナ
ン
推
理
フ
ァ
イ
ル
地
図
の
謎

　

････････････････････････････････････････････

青
山　

剛
昌

プ
レ
ッ
ツ
ェ
ル
の
は
じ
ま
り･････

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

ね
こ
と
テ
ル
と
王
女
さ
ま

　

････････････････････････

ク
ラ
イ
ド
・
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ

◦
一
般
図
書
◦

マ
ン
ガ
で
見
る
近
世
大
名
初
代
松
岡
城
主

戸
沢
政
盛
公
物
語

　

････････････

高
萩
市
教
育
委
員
会（
郷
土
資
料
）

昔
と
ん
と
ん
あ
っ
た
け
ど

　

････････････････････

沼
澤
千
鶴
子（
舟
形
町
在
住
）

ａ
ｂ
さ
ん
ご（
第
百
四
十
八
回
芥
川
賞
受
賞
）

　

････････････････････････････････････････････

黒
田　

夏
子

銀
座
缶
詰　

････････････････････････････

益
田　

ミ
リ

さ
よ
う
な
ら
、私　

･･･････････････････

小
川　
　

糸

相
棒
シ
リ
ー
ズ
Ｘ　

Ｄ
Ａ
Ｙ･･･････

大
石　

直
紀

芸
人
の
肖
像･･･････････････････････････

小
沢　

昭
一

花
さ
ん
ぽ　

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ･･････････

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社

狭
小
邸
宅･･････････････････････････････

新
庄　
　

耕

ハ
ピ
ネ
ス･････････････････････････････････

桐
野　

夏
生

ホ
テ
ル
・コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ････････････

門
井　

慶
喜

糸
車･･････････････････････････････････････

宇
江
佐
真
理

何
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
？

　

･････････････････････････････････････････

や
な
せ 

た
か
し

ス
ナ
ッ
ク
さ
い
ば
ら
お
ん
な
の
け
も
の
み
ち　

七
転
び
八
転
び
篇････････････････････

西
原
理
恵
子

に
す
い
で
す
。･････････････････････････

冲
方　
　

丁

言
霊　

大
伴
家
持
伝･･････････････

篠
崎　

紘
一

男
子
ス
イ
ー
ツ
塾
！･･････････････････

柴
田
書
店

３
６
５
日
ア
ボ
カ
ド
の
本･･･････････

佐
藤　

俊
介

望
郷･･････････････････････････････････････

湊　

か
な
え

キ
ミ
ト
ピ
ア･････････････････････････････

舞
城
王
太
郎

お
も
か
げ
橋････････････････････････････

葉
室　
　

麟

い
ち
ば
ん
長
い
夜
に･･････････････････

乃
南　

ア
サ

輝
天
炎
上･･･････････････････････････････

海
堂　
　

尊

「市民活動」って何？

今月の本

※このコーナーでは、NPOなどの市民活動団体に関する話題と、地域住民による
地域づくり活動に関する話題をそれぞれ交互に紹介していきます。

　
「
市
民
活
動
」と
言
っ
て
も
、規
模

や
活
動
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。市
民

活
動
の
特
徴
や
性
質
を
正
し
く
理
解

し
て
、活
動
を
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

●
市
民
活
動
の
特
徴
を
知
ろ
う
！

①
自
発
性

　

公
共
機
関
や
他
人
か
ら
強
制
さ
れ

る
も
の
で
な
く
、課
題
を
抱
え
て
い
る

人
や
地
域
社
会
の
た
め
に
自
発
的
意

志
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
活
動
で
す
。

②
公
共
性
・
公
益
性

　

何
ら
か
の
形
で
、地
域
社
会
の
課
題

解
決
や
発
展
に
つ
な
が
る
活
動
で
す
。

③
非
営
利
性

　

出
資
者
や
構
成
員
の
利
益
を
図
っ

た
り
、団
体
の
利
益
を
関
係
者
に
分
配

し
な
い
の
が
非
営
利
活
動
で
す
。事
業

は
目
的
実
現
や
課
題
解
決
の
た
め
に

行
わ
れ
ま
す
。

④
継
続
性
・
組
織
性

　

計
画
的
で
継
続
的
な
活
動
で
あ
る

こ
と
、ま
た
そ
れ
ら
が
組
織
的
に
行
わ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
市
民
活
動
で

は
大
変
重
要
で
す
。

●
市
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　

ぷ
ら
っ
と（
市
民
プ
ラ
ザ
内
）で
は
、

新
庄
市
内
を
拠
点
に
市
民
活
動
を
し

て
い
る
個
人
や
団
体
を
対
象
に
し
て
、

次
の
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
市
民
活
動
に
必
要
な
場
所
の
提
供

お
よ
び
大
型
事
務
機
器
の
利
用

▪
情
報
の
収
集
と
提
供

▪
団
体
お
よ
び
人
材
の
育
成

▪
市
民
活
動
主
体
間
の
交
流
の
場
の
提
供

▪
市
民
活
動
に
関
わ
る
相
談
へ
の
対
応

メール／plat@ls.city.shinjo.yamagata.jp

市民活動交流ひろば

「ぷらっと」

『ＨＯＷ ＴＯ 花贈り』 
朝日出版社

4月のおすすめ

　“花を贈るオトコ”になるための入門
書。特別な記念日はもちろんのこと、
日常生活の中で気軽に花を贈る方法
を分かりやすく指南します。
　巻末の「花束見本帖」は必見です。

　何事もスタートが肝心です。
新入生・新社会人にむけて、生
活や仕事、大人のマナーに関
する本を展示します。

◎市立図書館
開館時間 : 午前 10 時～午後 6 時

休館日 : 毎週月曜日
☎２２-２１８９ 蔵書検索

『新生活スタートを
応援します !!』

ボランティアやNPOの
活動、町内会・子ども会など
のコミュニティ活動にも
ご利用ください。

●利用時間／午前9時〜午後5時
　（印刷機のみ午後7時まで）
●休館日／毎週火曜日、祝日、年
末年始（12月29日〜1月3日）

●TEL&FAX／23-6211

〜導入編〜

ドゥ

市民活Do！



イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

新
庄
市
職
員
採
用
試
験（
上
級
職
）

お
知
ら
せ

▪
住
所
要
件 

採
用
後
、市
内
に
居
住

す
る
見
込
み
の
あ
る
人

▪
試
験
内
容 

1
次
試
験
／
教
養
試

験（
大
学
卒
業
程
度
）、専
門
試
験
、職

場
適
応
性
検
査
、2
次
試
験
／
作
文

試
験
、人
物
試
験

▪
受
付
期
間 

5
月
20
日
㈪
～
6
月

21
日
㈮（
必
着
）　

▪
受
験
申
込
用

紙 

市
役
所
総
務
課（
2
階
）で
交
付

し
ま
す
。郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

「
受
験
申
込
用
紙
請
求
」と
朱
書
き
し
、

1
2
0
円
切
手
を
は
っ
た
あ
て
先
明
記

の
返
信
用
封
筒（
角
形
２
号
）を
同
封

の
う
え
、〒
9
9
6-
8
5
0
1
新
庄

市
沖
の
町
10
番
37
号　

新
庄
市
総
務

課
ま
で
。受
験
申
込
用
紙
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●
1
次
試
験 

7
月
28
日
㈰
／
わ
く

わ
く
新
庄　

※
第
１
次
試
験
の
合
格

発
表
は
8
月
中
旬
の
予
定
。

◎
総
務
課
職
員
・
法
令
文
書
室

☎
内
線
２
２
０・２
３
０

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

50
万
歩
に
挑
戦

　

自
由
に
歩
い
て
歩
数
を
記
録
す
る

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
誌
」を
無
料
で
差

し
上
げ
ま
す
。1
0
0
万
歩
コ
ー
ス
も

あ
る
ほ
か
、完
歩
達
成
者
に
は
、認
定

証
と
記
念
盾
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▪
と
き 

４
月
～
11
月

▪
配
布
場
所（
6
月
ま
で
） 

市
体
育

館
・
市
民
プ
ラ
ザ
・
わ
く
わ
く
新
庄
・

雪
の
里
情
報
館
・
萩
野
地
区
公
民
館
・

八
向
地
区
公
民
館

◎
市
体
育
協
会（
市
体
育
館
内
）

☎
23-
２
９
７
８

定
住
促
進
住
宅
入
居
者

募
集
し
ま
す

▪
募
集
戸
数
な
ど 
定
住
促
進
住

宅
3・4
号
棟（
20
戸
）／
平
成
7
年

築・3
Ｄ
Ｋ・風
呂
完
備
／
家
賃
3
6
、

0
0
0
～
3
8
、0
0
0
円

▪
入
居
資
格 

①
居
住
の
た
め
の
住
宅

を
必
要
と
し
て
い
る
人
②
収
入
基
準

に
合
う
人（
収
入
の
わ
か
る
書
類
が
必

要
）③
税
金
の
未
納
が
な
い
④
暴
力
団

員
で
な
い　

▪
申
込
期
間 

4
月
10
日

㈬
～
平
成
26
年
3
月
28
日
㈮

▪
受
け
付
け 

市
都
市
整
備
課

平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
先
着
順
で
決
定
し
ま
す
。ま
た
内

覧
希
望
は
随
時
受
け
付
け
ま
す（
午

前
9
時
～
午
後
4
時
）

◎
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室

☎
内
線 

５
２
２・５
２
４

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
文
化
教
室

▪
対
象 

新
庄
市
在
住
の
60
歳
以
上
の

人　

▪
と
こ
ろ 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▪
受
け
付
け 

4
月
15
日
㈪
か
ら

▪
内
容 

や
さ
し
い
太
極
拳
教
室
／

5
月
10
日
か
ら
毎
月
第
2
・
4
金
曜

日
午
前
10
時
よ
り
開
催　

介
護
予
防

体
操
教
室
／
5
月
17
日
か
ら
毎
月
第

1
・
3
金
曜
日
の
午
後
1
時
よ
り
開

催筆
ペ
ン
教
室
／
5
月
16
日
か
ら
毎
月

第
3
木
曜
日
午
後
1
時
よ
り
開
催

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

　

5
～
6
人
か
ら
気
軽
に
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
や
お
茶
の
み
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。身
近
な
公
民
館
な
ど
を
活
用

し
、高
齢
者
の
自
主
的
な
活
動（
軽
体

操
、健
康
維
持
）に
対
す
る
講
師
や
支

援
員
の
派
遣
等
を
行
って
い
ま
す
。

◎
新
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
22-

５
７
９
７

平
成
25
年
度 

新
庄
市
交
通
災
害
共
済

加
入
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
1
日
1
円
ず
つ
会

費
を
出
し
合
い
、万
一の
交
通
事
故（
自

転
車
事
故
を
含
む
）の
際
に
見
舞
金
を

支
給
す
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

▪
年
会
費 

大
人
3
5
0
円　

中
学

生
以
下
3
0
0
円　

▪
申
し
込
み 

交
通
災
害
共
済
加
入
申

込
書（
な
く
て
も
可
）及
び
会
費
持
参
の

う
え
環
境
課
へ
。随
時
受
け
付
け
ま
す
。

◎
環
境
課
地
域
防
災
室☎

内
線
４
３
６

仕
事
の
意
欲
向
上
研
修

参
加
者
募
集

▪
対
象 

企
業
に
勤
め
る
20
代（
入
社

2
～
7
年
程
度
）の
人

▪
と
き 

5
月
16
日
㈭
午
前
9
時
～

午
後
4
時
30
分　

▪
と
こ
ろ 

市
民

プ
ラ
ザ　

▪
参
加
料 

無
料

▪
申
込
締
切 

5
月
7
日
㈫
ま
で

◎
商
工
観
光
課
企
業
立
地
推
進
室

☎
内
線
２
５
４・２
５
９

市
立
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
募
集

▪
活
動
内
容 

本
棚
の
整
理
、本
の
修

理
、ハ
ロ
ー
ブ
ッ
ク
事
業
の
手
伝
い
、館

内
外
の
美
化
な
ど

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

▪
と
き 

5
月
13
日
㈪
午
前
10
時
か
ら

▪
と
こ
ろ 

市
立
図
書
館
講
座
室

◎
市
立
図
書
館	

☎
22-

２
１
８
９

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」で
健
康
！

会
員
募
集

▪
対
象 

心
身
の
健
康
に
関
心
の
あ
る

老
若
男
女
ど
な
た
で
も　

▪
と
き 

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
～

正
午（
体
験
で
き
ま
す
）

▪
と
こ
ろ 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▪
会
費 

月
5
0
0
円

◎
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
新
庄
支
部
・

青
柳　
　
　
　
　
　

☎
23-

３
７
６
７

区
分

生
年
月
日
・
資
格
等

採
用

上
級
行

政
職
Ａ
昭
和
54
年
4
月
2
日

～
昭
和
63
年
4
月
1
日

3
名

程
度

上
級
行

政
職
Ｂ

昭
和
63
年
4
月
2
日

～
平
成
4
年
4
月
1
日

ま
た
は
平
成
25
年
度
中
に

大
学
卒
業（
見
込
み
）の
人

6
名

程
度

上
級

土
木

昭
和
54
年
4
月
2
日

～
平
成
4
年
4
月
1
日

ま
た
は
平
成
25
年
度
中
に

大
学
卒
業（
見
込
み
）の
人

2
名

程
度

18



    催しなど

絵
画（
油
絵・水
彩
画
）教
室

会
員
募
集

▪
と
き 

5
月
～
平
成
26
年
3
月
の

毎
月
第
2
・
4
土
曜
日
午
後
1
時
～

4
時（
年
間
約
20
回
）

▪
と
こ
ろ 
市
民
プ
ラ
ザ

▪
講
師 

安
喰
宣
善
先
生

▪
会
費 

年
1
万
5
千
円
程
度

※
絵
画
の
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。

◎
油
絵
入
門
サ
ー
ク
ル・
渡
部

☎
22-

９
１
０
１

Ｐ
Ｍ
２
．５（
微
小
粒
子
状
物
質
）

対
策
に
つ
い
て

　

県
で
は
、各
地
の
大
気
環
境
状
況

を
測
定
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
ま
す
。一定
値
を

超
え
る
と
地
域
ご
と
に
注
意
喚
起
を

行
い
ま
す
が
、最
上
地
域
で
注
意
喚
起

が
行
わ
れ
た
場
合
な
ど
の
行
動
目
安

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
不
要
不
急
の
外
出
や
、屋
外
で
の
長

時
間
の
激
し
い
運
動
を
で
き
る
だ
け

減
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

②
換
気
を
必
要
最
小
限
に
す
る
な
ど
、

室
内
へ
の
外
気
侵
入
を
で
き
る
だ
け

無
く
し
、吸
入
を
減
ら
す
よ
う
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。

③
外
出
時
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
す
す

め
し
ま
す
。な
お
、医
療
用
や
産
業
用

の
高
性
能
な
防
じ
ん
マ
ス
ク
が
よ
り
効

果
的
で
す
。

④
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
の
疾
患
が

あ
る
方
、小
児
、高
齢
者
は
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
環
境
課
環
境
保
全
室	

☎
内
線
４
３
２

国
民
年
金
の
お
手
続
き

お
済
み
で
す
か
？

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
間
は
必
ず

公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。会
社
を
辞
め
た（
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
た
）場
合
、被
保
険
者
本

人
と
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配

偶
者
は
、国
民
年
金
第
1
号
被
保
険

者
と
な
る
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

事
業
所
が
発
行
す
る
書
類（
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
資
格

等
喪
失
連
絡
票
。公
務
員
は
退
職
辞

令
）と
認
め
印
を
お
持
ち
の
上
、市
役

所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度・

追
納
制
度
を
ご
利
用
の
方
へ

　

平
成
24
年
度
中
に
手
続
き
し
た
後

納
保
険
料
や
追
納
保
険
料
の
納
付
書

の
使
用
期
限
は
、平
成
25
年
3
月
31

日
ま
で
で
す
。

　

使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、改
め
て
年
金
事
務
所
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
新
庄
年
金
事
務
所
☎
22-

２
０
５
０

　

市
民
課　

 

☎
内
線
１
３
３・１
３
４

献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い

▪
と
き 

4
月
20
日
㈯
午
前
9
時
～

午
後
3
時
30
分

▪
と
こ
ろ 

保
健
セ
ン
タ
ー

▪
主
催 

新
庄
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◎
健
康
課
健
康
推
進
室	

☎
内
線
５
１
４

「
新
庄
市
高
齢
者
友
好
の
旅
」

補
足
情
報

　

先
月
の
お
知
ら
せ
版
で
お
知
ら
せ

し
た
旅
行
は
、2
泊
3
日
の
行
程
で
、

代
金
の
総
額
は
4
5
、8
0
0
円
で
す
。

連
絡
先
の
電
話
が
留
守
電
の
場
合
は
、

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
と
、

あ
と
で
お
電
話
し
ま
す
。

◎
新
庄
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

☎
23-

４
６
１
３

T-bone’sトロンボーンカルテット2013
～トロンボーン道場他流試合～

◦とき 4月27日㈯午後6時開演
◦ところ 市民文化会館小ホール
◦入場料 無料（要整理券、市民文化会
館で取り扱い）
◎詳しくは、市民文化会館へ。

☎22-7029

産直まゆの郷桜まつり
◦とき 4月28日㈰午前9時～午後6時
◦ところ 産直まゆの郷
◦内容 旬の野菜や花などの農産物販売。
カド焼きや焼きおにぎり、花見だんごの販売
のほか、豚汁のサービスも用意しています。
◎詳しくは、産直まゆの郷へ。

☎23-5007

わくわく転ばねじゅー体操教室
　ゆっくり無理なく、楽しくできる筋力アッ
プとバランス強化の体操教室です。
◦対象 概ね65歳以上の人30人
◦とき 5月8日～10月23日の毎月第２・
４水曜日（全12回）午後１時～２時30分

（12時50分から健康チェック）
◦ところ わくわく新庄　
◦講師 県接骨師会・市健康課保健師
◦参加料 3,000円（12回分、保険料含む）
◦持ち物 バスタオル、内ズック、飲み物
◦申込締切 4月30日㈫
◎詳しくは、わくわく新庄へ。☎23-0197

25年度新庄市民歩こう会
と　き ところ

  4月28日（日） 猿羽根山地蔵尊
  5月12日（日） ぽんぽ館
  6月  9日（日） 原蚕の杜・まゆの郷
  7月14日（日） 鳥越八幡神社
  9月16日（月） 眺海の森
10月13日（日） 桂嶽寺
11月10日（日） クアハウス碁点

◦会費 年１，０００円（保険代１，０００円）
◎詳しくは、新庄市民歩こう会・高橋へ。

☎22-7229

ふるさと歴史センターからのお知らせ
　4月30日㈫は休まず開館します。
◎詳しくは、ふるさと歴史センターへ。
	 ☎22-2188

軽自動車税の納付が便利に！
コンビニ収納開始します

　今年度から、軽自動車税を全国
のコンビニで納められるようになりま
した。ただし、納期限（5月31日）を
過ぎるとコンビニでは納められませ
ん。
◎詳しくは、税務課納税室へ。

☎内線151
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新庄の言い伝え
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春
霞  

花
粉
で
目
が
し
む
四
月
か
な

文字を

見やすく
しました

本文にモリサワユニバーサル
フォントを使用しています。

佐
さ

吉
き ち

爺
じ い

に聞く

新庄には、今でも多くの言い伝えが残っています。
「言い伝え」は、日常の生活の中で綿々と伝えられてきた、
先人の生活の知恵。今も残るさまざまな「言い伝え」を、
季節の行事とともに佐吉爺が紹介します。

文・伊藤佐吉さん（仁田山）

　
四
月
は
卯
月
、一
日
は
、昔「
綿
ぬ
き
の

朔つ
い
た
ち日
」と
言
っ
た
。冬
に
着
た
綿
入
れ
を
着

替
え
る
日
で
あ
る
。

　
今
年
も
大
雪
が
降
り
、二
メ
ー
ト
ル
以

上
積
も
っ
た
。四
月
に
な
っ
て
も
、家
の
裏

や
村
小
路
は
雪
の
城
壁
だ
。昔
か
ら
三
寒

四
温
と
言
う
が
、寒
さ
温
か
さ
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、だ
ん
だ
ん
春
に
近
づ
く
。

　
四
月
五
日
は
清
明
、農
家
は
種
子
の
塩

水
選
だ
。塩
水
に
種
子
を
入
れ
、浮
い
て

き
た
も
の
は
取
り
除
き
、良
い
種
も
み
を

選
別
し
、今
年
の
豊
作
を
祈
る
。〝
大
雪
に

不
作（
ケ
ガ
ズ
）な
し
〟と
い
う
諺
が
あ
る
。

今
年
の
一
月
一
日
は「
卯
の
日
」、昔
か
ら

十
二
支
、数
え「
卯
」が
、元
日
に
近
い
年
は

豊
作
だ
そ
う
だ
。昭
和
四
十
九
年
も
大
雪

で
、四
月
十
五
日
に
な
っ
て
も
田
畑
は
雪

で
あ
っ
た
。田
植
え
は
、六
月
中
旬
に
で
き

た
。

　
昭
和
四
十
五
年
に
減
反
が
始
ま
り
、今

年
で
四
十
年
。現
代
は
飽
食
時
代
と
な
り
、

若
者
た
ち
は
米
の
大
切
さ
知
ら
ぬ
。米
は

主
食
で
な
く
な
っ
た
。

　
雪
は
や
っ
か
い
物
で
あ
る
が
、何

千
年
の
宝
物
で
も
あ
る
。山
に
雪
が

残
る
と
、水
の
心
配
が
な
い
。日
本

は
七
割
が
山
林
で
あ
り
、生
活
が
豊

か
で
あ
る
。昔
は
秋
に
、大
根
、玉
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
）、白
菜
、ニ
ン
ジ
ン
な
ど

土
に
埋
め
て
、雪
の
下
に
貯
蔵
し
た
。

　
春
に
な
る
と
、何
千
貫
の
雪
を
背

負
っ
た
。〝
相
撲
と
も
っ
こ
担
ぎ
は
、

一
人
で
は
で
き
ぬ
〟と
言
っ
て
運
ん
だ
。

雪
の
下
の
地
面
は
柔
ら
か
く
、土
香
り
、

ノ
ビ
ル
コ
、フ
キ
ノ
ト
ウ（
ば
っ
け
）な
ど

顔
を
出
し
、土
の
中
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た

野
菜
の
お
い
し
さ
は
格
別
だ
。

　
新
庄
で
は
新
暦
四
月
三
日
が
お
ひ
な

ま
つ
り
。お
母
さ
ん
た
ち
は
仕
度
で
忙
し

い
。お
供
え
に
、名
物
の
く
ぢ
ら
餅
と
よ

う
か
ん
、新
粉
も
ち
、稲
花
ま
ん
じ
ゅ
う

な
ど
作
る
。昔
は
、も
ち
米
五
升
く
ら
い

水
洗
い
し
て
、一
晩
お
い
て
、臼
や
杵
で
つ

き
、粉
を
は
た
い
て
、重
労
働
で
あ
っ
た
。

　
四
月
四
日
は
小
学
校
の
入
学
式
。今
年

の
よ
う
に
大
雪
の
と
き
は
、道
路
に
雪

が
残
っ
た
。村
中
朝
か
ら
雪
割
り
仕
事
で

あ
っ
た
。入
学
式
は
、晴
れ
着
に
下
駄
ば

き
、肩
掛
け
か
ば
ん（
ド
ラ

ン
）下
げ
、昭
和
十
年
頃
は
革

靴
な
ど
履
か
な
か
っ
た
。

　
四
月
八
日
は
、山
屋
薬
師
様
の
お
祭

り
。各
家
で
も
ち
を
つ
き
、村
の
嫁
さ
ん

た
ち
が
小
さ
な
子
を
背
負
っ
て
、お
祭
り

に
行
っ
た
。薬
師
様
は
尊
い
神
で
あ
り
、

社
の
仁
王
様
の
股
を
く
ぐ
る
と
、疱
瘡
や

は
し
か
が
軽
く
な
る
と
言
っ
て
、嫁
た
ち

が
四
、五
人
揃
っ
て
、話
し
な
が
ら
何
里

も
歩
い
て
山
屋
ま
で
行
っ
た
。た
ま
の
息

抜
き
、春
の
農
休
日
に
な
っ
て
い
た
。
　

　
四
月
二
十
九
日
は
天
長
節（
今
は
昭
和

の
日
）で
あ
っ
た
。昭
和
天
皇
の
誕
生
日

で
、全
校
生
徒
が
晴
れ
着
を
着
て
、体
操

場
に
集
ま
り
、「
今
日
の
良
き
日
は
大
君

の
生
ま
れ
た
ま
い
し
良
き
日
な
り
」と
、

天
長
節
の
歌
を
合
唱
し
た
。

昔からの訓え

其
の
七

「
春
の
訪
れ
」の
巻

▲佐吉爺の孫の入学式の日、家の前で撮った
写真。（昭和58年4月／佐吉爺撮影）




